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国立障害者リハビリテーションセンター

発達障害情報･支援センターについて
http://www.rehab.go.jp/ddis/

国立障害者リハビリテーションセンターは、障害のある方々の自立及び社会参加を支援し、医療から職業
訓練まで一貫した体系で各サービスを提供しているほか、リハビリテーション技術・福祉機器の研究開発、
リハビリテーション専門職の人材育成等を行っています。自立支援局、病院、研究所、学院、企画・情報部、
管理部の６部門があり、発達障害情報・支援センターは企画・情報部に設置されています。
発達障害情報・支援センターでは、発達障害に関する研究成果等の情報やその他さまざまな情報の発信
を通し、支援手法の普及や、国民の理解の促進をはかっています。

《あゆみ》

平成20(2008)年 3月 「発達障害情報センター」開設（厚生労働省内）
同年10月 国立障害者リハビリテーションセンター 研究所に移管

平成22(2010)年 1月 ウェブサイト全面リニューアル
平成23(2011)年10月 「発達障害情報・支援センター」に改称
平成25(2013)年 5月 国立障害者リハビリテーションセンター

企画・情報部へ移行
平成29(2017)年 4月 内外の連携強化を新機軸として打ち出す
令和 3（２０２１）年 ９月 ポータルサイト「発達障害ナビポータル」

オープン



■発達障害情報･支援センター webサイト http://www.rehab.go.jp/ddis/

・正確でエビデンスのある情報の
収集および整理

・発達障害に関する研究情報、
イベント情報の収集および整理

・有識者、研究者等を招集し、
情報分析会議で検討

・記事の執筆及び定例会議にて
ウェブサイト掲載記事の確認

・ウェブサイト運営
（週１回更新）

・全国の発達障害者支援セン
ター等への情報提供

情報収集

・支援者向けセミナーの開催
・世界自閉症啓発デー日本
実行委員

・国研修の企画、立案
・全国合同会議の主催

・地域の困難事例の把握と
支援の協働

・好事例の情報収集
・地域における研修の企画、
開催

・地域支援マネジャー全国
会議の開催

・厚生労働省、外部専門家と
連携して自治体を訪問

・発達障害支援体制の整備、
構築を支援

・自治体の好取組事例を情報
収集

情報分析 情報発信

自治体訪問
普及・啓発 地域支援推進

発達障害に関する国民の理解を促進し、
発達障害のある人たちが自信や誇りを
もって生活できるように、信頼のおけ
る情報を提供するとともに、様々な形
での間接支援を行っています。

・厚生労働科学研究
・AMED
・東日本大震災の
被災地での調査等

調査・研究 ・国立のぞみの園
・発達障害者支援センター
・発達障害教育推進センター

連携

・ﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実現
・教育分野と福祉分野の
コーディネート

教育・福祉連携推進



発達障害情報･支援センターウェブサイトでは、発達障害情報･支援センターで収集・分析した、
正確かつ信頼ある情報を、さまざまな立場の方に利用しやすい形で提供しています。

イベント情報
研修会やセミナーなどの情報
を掲載しています

【 コンテンツのご案内 】
●発達障害に気づく
●こんなとき、どうする？
●発達障害を理解する
●発達障害を支える、さまざまな
制度・施策
●日本の取り組み・世界の動き
●相談窓口の情報
●発達障害に関する資料

新型コロナウィルス感染症
（COVID-19)
関連する情報を掲載しています

ツイッター
ツイッターより最新情報を投稿しています

新着情報
週１回最新情報をお届けしています

「お子さんの発達について
心配なことはありますか？」
（１８言語版）

被災地での発達障害児・者の支援
方法に関する資料等

ポータルサイト入口
発達障害ナビポータルへ

国立障害者リハビリテーションセンター

発達障害情報･支援センター
http://www.rehab.go.jp/ddis/

http://www.rehab.go.jp/ddis/


外国人保護者向け多言語版パンフレット等の作成

■外国人保護者向け多言語版パンフレット等の作成
【対象】 日本で子育てをしている外国人保護者（特に子どもの発達について心配なことがある方）および支援者

【作成物】 『お子さんの発達について心配なことはありますか？～日本で子育てをする保護者の方へ～』

〇パンフレット冊子（22頁） 〇リーフレット（A４用紙両面1枚） 〇周知用チラシ（三つ折りリーフレット） New

＜平成30年度＞ 原案 【やさしい日本語版】 【英語版】 発行

＜令和元年度＞ 【中国語版】 【スペイン語版】 【ポルトガル語版】 【タガログ語版】 【ベンガル語版】 【ベトナム語版】 【インドネシア語版】

【韓国語版】 【ネパール語版】 【ミャンマー語版】 【タイ語版】 発行

＜令和２年度＞ 【ヒンディー語版】 【モンゴル語版】 【ウルドゥー語版】 発行

＜令和３年度＞ 【クメール語版】New 【フランス語版】 New 発行 ➡ 計18言語版

＜令和和3年度の取組＞
・国立特別支援教育総合研究所の研究班「外国につながりのある児童生徒への特別支援教育」への参画。
・パンフレット等のユーザーの声をひろうためのWEBアンケートフォーム作成・運用開始

・近年の時代の変化に伴い、外国にルーツをもつ発達障害児とその家族の増加が想定される
・各地の拠点機関等（発達障害者支援センター）においても、説明用資料の多言語化に対するニーズが高いことが確認された。
➡ 外国人保護者に対して、必要な福祉・教育情報の提供を行う体制を整える必要がある。



周知用チラシ
（やさしいにほんご版）

★アンケート協力のお願い
このパンフレットがどのような
分野の方々に利用されている
のか等、活用状況を把握し、よ
り内容を充実させることを目
的に、WEBアンケートを実施し
ています（所要時間は約5分）。
こちらのQRコードより、ご協
力、よろしくお願いいたします。

👇

【やさしいにほんご版】
パンフレットはこちらから

👇



＜ 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う取組 ＞

【３．当事者・家族向けアンケート】

＜新しい生活様式＞の実践がすすめられる中、発達障害児者
がどのような困りや生活の変化等を感じているのか把握する
ことを目的に、当事者・家族向けWEBアンケートを実施
（R2.7～８）。

［結果報告（速報）］ R2.9発行 ［調査結果報告書］R3.1発行

【１．HPでの関連情報発信】 【２．啓発チラシ等の作成】

〇＜新しい生活様式＞の実践が求められる中、多くの発達障害児者が日常生活で様々な影響を受けていることが示されました。
〇感覚過敏等、発達障害特有の困りを抱えている場合もあり、周囲への理解啓発に向けた取組みの必要性も示唆されました。
ご家族は、本人が過ごしやすくなるよう、様々な工夫をされていました（本人に合わせた素材のマスク作り、感染予防の必要性を視覚的に理解しや
すいよう伝える等）。

〇睡眠の問題をはじめとする、何らかの不調や心配ごとが増したと感じている当事者の割合は高かったです。
一方、外出や他者と接する機会の減少によって、身体的・精神的負担が軽減する等、何らかのメリットを捉えた回答も一定数見られました。

〇自由記述での回答も多数寄せられ、当事者の声として貴重な資料を得ました。



リーフレット「被災地で、発達障害児・者に対応されるみなさんへ」
地域での作成等、協力させていただきます。

・掲示用と配布用（三つ折り）が
あります。

・各地の相談窓口など、ご要望に
応じて記載します。

事前に備えておきたい場合など、
お気軽にご相談ください。



令和3年度 発達障害者地域支援マネジャー全国会議

【日時】 2021.12/3（金）9:00～16:30

【テーマ】「地域支援マネジャーの効果的な地域

作りについて」

【内容】 行政説明、基調講演、事例提供、GW

• 基調講演

「地域特性に応じた支援ネットワーク構築」

小倉 正義氏（鳴門教育大学発達臨床センター所長

/徳島県地域支援マネジャー）

• 事例提供①岐阜県発達障害者支援センター

②札幌市発達障害者支援センター・地域支援マネジャー

【申込者数】 70 名

当日参加者 63 名（午前のみ参加：11 名）

―参加者のうち、地域支援マネジャー 29 名

★ 令和4年度も開催予定です ★



令和3年度 発達障害者支援センター全国連絡協議会ブロックとの
合同企画研修会（支援者向けWEB研修会）

ブロック名
（幹事センター）

日時 テーマ
講師

受講者数

中国・四国
（広島市発達障害者
支援センター）

【LIVE】
9/4（土）14:00～17:00

【オンデマンド配信】
9/7（火）～9/29（水）

「発達障害者の高齢期支援」
日詰 正文氏
（国立のぞみの園研究部部長）

申込者：109名
・当日参加：70名
・オンデマンド：39名

関東
（千葉市発達障害者
支援センター）

【LIVE】
10/23（土）9:20～12:00

【オンデマンド配信】
10/26（火）～11/30（火）

「発達障害のある子どもと
家族への支援
～子育てに困難を抱えた保護者

をいかに支えるか～」

吉川 徹氏
（愛知県医療療育総合セン
ター中央病院 児童精神科部
長/ あいち発達障害者支援
センター 副センター長

申込者：１６５名
・当日参加：41名

・オンデマンド：124名

中部・北陸
（新潟県発達障害者
支援センターRISE）

【LIVE】 2022
1/24（月）13:15～17:00

【オンデマンド配信】
2/1（火）～2/28（月）

①「発達障害と精神疾患の
合併」

②「発達障害児者とゲーム
やネットとのつきあい方」

①内山 登紀夫氏
（大正大学教授/よこはま発達
クリニック院長）

②関 正樹氏
（大湫病院児童精神科）

申込者：1,598名
・当日参加：260名

・オンデマンド：1,335名

九州・沖縄
（長崎県発達障害者
支援センター）

【LIVE】
2/4(金)1４:00 ～17:30

【オンデマンド配信】
2/14（月）～3/14（月）

①「発達障がい児・者の
家族を支える」

②「きょうだい－障がいの
ある人の家族との対話－」

①井上 雅彦氏
（鳥取大学大学院教授）

②諏方智広氏
（きょうだいの会横浜代表）

申込者：３３８名
・当日参加：９０名

・オンデマンド：248名

※中部・北陸ブロックおよび九州・沖縄ブロック合同企画研修については、講師陣の提案もあり、前半（講演部分のみ）受講対象を拡大。
後半はセンター職員と地マネに参加を限定し、GW+講師コメントを予定。



発達障害ナビポータル 2021.9.30OPEN!

https://hattatsu.go.jp/

国が提供する発達障害に特化したポータルサイトです。
発達障害に関する信頼のおける情報を提供します。

国立障害者リハビリテーションセンター
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

【サイトについて】

１．トップメニュー
すべてのページに共通して掲載される
メニューと、検索窓があります。また、
ルビあり・ルビなしの選択や、多言語対
応（5言語）で、幅広くご利用いただけ
ます。表示画面の色調や文字の大きさ
を変更できるボタンも配置しています。

２．注目情報
クローズアップしてお知らせする情報
を、自動的に入れ替わるスライダー形
式で表示します。

３．分野別の記事
ご本人・ご家族向けの情報と支援者向
けの４つの分野別情報（教育、医療・保
健、福祉、労働）を紹介しています。

４．新着情報
最新の情報をお知らせします。トップ
ページには直近５件が表示されます。

５．特集記事
発達障害に関するテーマ別の特集記事
を掲載します。

１

２

３

４

５

https://hattatsu.go.jp/


教育と福祉の連携に関する発達障害者支援人材育成

令和元年、２年で作成した研修カリキュラムを元に検討会議委員が中心となり、令和3年に、その活用について
検討し、研修実施ガイド、共通分野の項目についてeラーニングコンテンツを作成した。
令和4年度から、発達障害に係る教育と福祉の支援人材育成及び専門性向上を図る予定。

研修
カリキュラム

検討会議

教育・福祉・保健・医療・労働
・親の会の各分野より構成

有識者

研修実施
ガイド

発達障害
ナビポータル

研修会の企画・実施 eラーニングコンテンツ

教育と福祉の支援者が連携・協働して発達障
害者支援を行う際に、共通に身につけておくべ
き専門性を整理した研修カリキュラム

各自治体において部局を横断した連携の下、教育と福
祉の支援者の人材育成及び指導・支援の向上を目指
した研修について提案。

主体者：都道府県等の教育委員会・福祉部局

協力：市区町村、障害保健福祉圏域の組織等

連携して研修会を実施

共通分野の１４項目のeラーニングコンテンツを作成し、

発達障害ナビポータルへアクセスすれば、いつでも、ど
こでも、誰でも、学びたいときに学べるように、eラーニ
ングコンテンツを活用できるようにする。

・地域の連携や研修の実態把握
・研修の企画・立案
・研修プログラムの作成
・評価と次年度の計画
・研修プログラムの作成例 など

全国：教育と福祉の支援者



eラーニングコンテンツ

・共通分野１４項目

・各項目90分程度
（１５～30分の複数のコンテンツで構成）

・初学者を受講対象

・いつでも、どこでも、何度でも学べる

・研修会の教材としても使用可能

・発達障害ナビポータルに格納し、
令和４年度より運用開始

基礎知識

発達障害の障害特性の理解

発達心理

切れ目のない支援

指導・支援

アセスメント

支援の計画の作成と活用

特性に応じた指導・支援

併存障害の理解と対応

就業(就労)支援

生活・余暇支援

家族支援
早期発見・早期支援

家族・保護者支援

地域連携・協働 他の分野との連携

法令・制度・施策 発達障害者支援法

権利擁護
障害者の権利に関する条約及び児童の権
利に関する条約



教育と福祉の連携による支援人材育成の
ための研修コンテンツ配信
＜令和4年4月公開予定＞

 発達障害者支援の専門性のうち、連携・協働に必要な専門性を

６つの領域に整理した

「基礎 知識」「指導・支援」「家族支援」「地域連携・協働」 「法令・制度・施
策」「権 利擁護」

 領域を更に下の40項目に細分化した

教育と福祉で共通するもの 14項目

教育に関連し福祉関係者に理解してほしいもの 8項目

福祉に関連し教育関係者に理解してほしいもの 11項目

保健・医療・労働で教育・福祉関係者に理解してほしいもの 7項目

 項目ごとに初級・中級・上級の3つの段階の到達目標を設定した

 福祉と教育で共通性の高い14項目について、モデル研修動画コンテ

ンツ57本を作成し、教育と福祉の連携による支援人材育成に関する

モデル研修として配信



「地方自治体等の取組DB」
発達障害支援に関する地方自治体等の取組および関連情報データベース

• 当事者・家族等や支援者の皆さまが必要な情報にアクセスしやすくなり、相互に情報を共有しやすく
なるコンテンツの作成を目指します。

• 全国の発達障害者支援センターや地方自治体におけるさまざまな取組や成果物等の情報を集約・
整理して、ひろく発信します。

• 発達障害教育推進センターとの連携により、教育分野（特別支援教育）の成果物等も収載予定です。

【カテゴリーでさがす※】【地域でさがす】【ライフステージ
でさがす】の３つの検索窓によるAND検索機能です。
※カテゴリー

〇初期版のプロトタイプはほぼ完成し、情報掲載に係る
確認作業などの最終調整中です。
4月下旬～5月上旬の公開を予定しています。

• 相談窓口・支援機関リスト

• 医療機関リスト

• 発達障害者支援センター

• 当事者会・親の会

• 保護者・家族向け支援

（ペアトレ、ペアプロ、メンター含む）

• 啓発パンフレット・リーフレット

• 研修会・イベント情報

• 支援者向け資料

• 教育センター・特別支援教育課

• 特別支援教育

• 教育支援計画

• サポートファイル

• 合理的配慮

• 防災・災害

• 自閉症啓発デー関連

• 障害福祉計画

• 当事者・家族・一般向け資料

• 子どものこころ（の診療拠点病院
事業）

• その他



ご清聴ありがとうございました

【お問い合わせ先】
国立障害者リハビリテーションセンター 発達障害情報・支援センター
📞TEL ： 04-2995-3100
✉E-mail ： hattatu-isc@rehab.go.jp

mailto:hattatu-isc@rehab.go.jp

